令和元年度第１回柏市文化財保護委員会議
7．議題（１）神明社石鳥居修理工事　資料


７．議題
（１）神明社石鳥居（柏市指定文化財）修理工事について
 　ア.経過
　　　H30.11
所有者より石鳥居修理工事の打診
　　　

文化課現地確認


有識者に現地調査を依頼
　　　　　　
H31年度の柏市の補助事業として実施し，補助を受けたいとの申出
　　　H30.12
現地調査
　　　　　　
所有者より神楽殿も修理予定。本殿は建替えも含めて検討中との相談
　　　　　　
金出委員に本殿の調査を依頼

　　　H31.2
現地調査
　　　R01.5
中間報告完成（別添報告書参照）
　　　

所有者に提出。
　イ.石鳥居の現状（別添報告書P.27参照）
　　　＊拝殿に向かって左の柱が沈下。

　　　＊笠木が中央の額束部分で左右のパーツに分かれる構造であるが，
　　　　左の柱が沈下したことにより隙間が生じた。

　　　＊先々代のころにコンクリートを詰めて応急処置。
　　　＊参拝者の安全確保のため修理工事を行いたい。
　ウ.所有者の提示した工法
　　　＊工事費用を極力抑えるための工法。

　　　＊笠木をクレーンにて吊り上げ撤去。
　　　＊額束をクレーンにて吊り上げ撤去。
　　　＊拝殿に向かって右（高い方）の柱をディスクグラインダーにて約２㎝切断
　　　＊笠木及額束をクレーンにて吊り上げ復旧
　　　＊復旧に際し，弾性接着剤（カケン外エポ）にて接着
　　　＊また，笠木と柱の接合部にはズレ防止ステンレスダボ12φを使用
　エ.有識者の見解
　　　＊切断の工法は対象が指定文化財であるという観点からは一般的ではない。

　　　＊工事費用を抑えたい所有者の気持ちもわかるが，工法の変更をお願いしたい。
　　　＊切断するとなると判断に躊躇してしまう。保護委員会で審議してほしい。
（２）今後について
　　　５／１７（金）に所有者に有識者と金出委員の見解を報告し，現在の工法を見
　　　直すことで了解を得た。この見直しは，所有者，金出委員，文化課，業者で協
　　　議し，都合が合えば有識者にも加わって頂くこととなった。
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